＜釧路大会開会式：会長挨拶＞

「みなさん、こんにちは。」

国際啄木学会会長の望月善次でございます。

先ず、釧路の皆様のこのような熱気の中、２０１３年の国際啄木学会釧路大会を開催できますことを感謝申し上げます。この熱気は、全般に渡っての御支援を戴いております蝦名釧路市長を初めとする釧路市民全体のものでありますことにより、一層の感激を致しておるところでございます。千葉教育長や短歌会等を初めとして具体的な御指導を戴いております高木補佐にも御同席戴いております。ありがとうございます。
掲げましたテーマは、「啄木再生～釧路からの甦り～」でございますが、研究発表、講演、パネル・ディスカッションの三つを柱としての探究を行いたいと思います。

既に前に並んで準備を致しておりますが、水野信太郎、福地順一、山田武秋、田口道昭の４会員による研究発表では、質疑を含め、新しい啄木像の彫琢を目指しております。次いで、歌人の福島泰樹氏をお迎えしての講演は、人間の在り方、人の生き方、を迫ってやまないものになると存じます。
また、近年最も旺盛な啄木研究を行っている一人である池田功本学会副会長をコーディネーターとするパネル・ディスカッションは、大室精一、北畠立朴、山下多恵子の円熟した登壇者を予定しております。

啄木がこの釧路の地から、「再生」の契機を得ましたように、私共も、皆様と共に、新しい国際啄木学会の在り方を探究したいと思います。

皆様への感謝と学会としての決意を述べ、冒頭の御挨拶にさせて戴きます。

